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市営プールの現状（１）

経過

年数

建設

年度

幼児

ﾌﾟｰﾙ

25ｍ

ﾌﾟｰﾙ

50ｍ

ﾌﾟｰﾙ

屋

外

屋

内
名称

461980〇〇〇〇〇皇子が丘公園プール

222004〇〇
におの浜ふれあい

スポーツセンター

82018〇〇〇富士見市民温水プール

421984〇〇〇伊香立市民プール

501976〇〇〇雄琴臨水公園プール

391987〇〇〇坂本市民プール

321994〇〇〇
大津湖岸なぎさ公園

プール

431983〇〇〇唐橋公園プール

441982〇〇〇南郷公園プール

421984〇〇〇田上公園プール

311995〇〇〇晴嵐市民プール

291997〇〇〇曽束市民プール

11121103合計

伊香立市民プール

雄琴臨水公園プール

坂本市民プール

皇子が丘公園プール

におの浜ふれあい

スポーツセンター

なぎさ公園プール

富士見市民温水プール

晴嵐市民プール

南郷公園プール

曽束市民プール

田上公園プール

唐橋公園プール
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市営プールの現状（２）

屋内２５ｍプール

皇子が丘公園

屋外２５ｍプール

伊香立市民プール

屋外２５ｍプール

坂本市民プール

屋外２５ｍプール

晴嵐市民プール

屋外２５ｍプール

曽束市民プール

幼児プール

大津湖岸なぎさ公園

プール外観

皇子が丘公園

プール槽

雄琴臨水公園

手洗場

田上公園

外シャワー

南郷公園

プールサイド

大津湖岸なぎさ公園

管理棟

南郷公園

更衣室

田上公園

トイレ

唐橋公園

機械室

雄琴臨水公園
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市営プールの現状（３）

利用期間
利用料金

区分
平水期温水期

年末年始、定休日、臨時休業を除く通年営業
温水期10月～6月
平水期7月～9月

※定休日
毎週月曜日
富士見市民温水プール

毎週火曜日
皇子が丘公園プール
におの浜ふれあいスポーツセンター

１回４９０円１回９９０円大人

１回４９０円１回６６０円高校生

１回３３０円１回４９０円
小人（中学生以下）、
障害者、６５歳以上

利用期間利用料金区分

７月２０日から８月３１日までの夏季営業
※８月以降は熱中症予防のため、基準時（午前７時、午前
１１時）に暑さ指数３１以上の場合は利用を中止する。

１回４９０円大人（高校生含む）

１回３３０円
小人（中学生以下）、障害者、
６５歳以上

■屋内プールの利用料金や利用期間

■屋外プールの利用料金や利用期間

令和８年度は６日間、午後の利用中止
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185,057 
145,017 156,917 

170,600 184,664 177,429 170,165 

78,422 

51,112 
58,741 47,070 

52,882 46,964 
34,555 

263,479 

196,129 
215,658 217,670 

237,546 
224,393 

204,720 

0
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100,000

150,000
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利

用
者
数

（
人

） 屋外プール

（１０か所）

屋内プール

（３か所）

合計
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市営プールの現状（４）

■年間利用者数の推移

市営プールの利用者数はコ
ロナ禍前よりも減少
屋内プールは令和元年度と
比較して約１０％減少だが、
屋外プールは令和元年度と
比較して５０％以上減少

■収支の推移

令和元年度と比較して屋内
プールは赤字額が減少して
いるが、屋外プールは赤字額
が増加
令和4年度に利用料金の値上
げを実施したが、光熱費や人
件費の高騰、利用者数の減少
から令和7年度は約1億
2000万円の赤字

-95,002 

-74,033 -75,769 -72,393 -70,635 -77,871 -72,398 

-35,057 

-49,223 -44,430 
-42,169 -40,235 

-47,537 
-45,301 

-130,059 
-123,256 -120,199 

-114,562 -110,870 

-125,408 
-117,699 

-140,000

-120,000

-100,000

-80,000

-60,000

-40,000

-20,000

0

収
支

（
千

円
）

屋外プール

（１０か所）

屋内プール

（３か所）

収支合計

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

屋内プール
（３か所）

屋外プール
（１０か所）

収支合計

※利用者数からの推計値
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アンケート調査概要

本市の公園プール及び市民プール（以下「市営プール」という。）の今後の在り方を検討していくにあたり、他都市
の状況や本市市営プールの利用状況等に関するアンケート調査を実施

調査概要調査種別

調査対象：6１市（大津市除く）
回 答 数：46市（大津市含む）
調査内容：プール数（屋内・屋外・レジャープール）

在り方検討状況
検討結果と対応状況

中核市
アンケート

対 象：市内在住の１８歳以上の男女2,000人
方 法：郵送、web回答
期 間：2026年1月９日（金）～30日（金）
回 答 数：９８３（回答率49.2％）
調査内容：回答者の属性

市営プールの利用状況
市営プールの今後

市民
アンケート
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中核市アンケート調査結果の概要

■プール設置数

中核市平均大津市プール設置数

2か所3か所屋内ﾌﾟｰﾙ

2か所10か所屋外ﾌﾟｰﾙ

特に本市の屋外プールは他市と比べ
ても多い

施設数(自治体数)施設区分区分

3（3）屋内プール
廃止・閉鎖

15（4）屋外プール

5（3）屋内プール
改修

1（1）屋外プール

1（1）屋内プール
建替え

0（0）屋外プール

■プールの在り方検討状況

現在までにプールの在り方検討を
実施した中核市は１3市、検討予定
は１6市
検討の結果廃止されたプールは
１８か所

保育園・こども園、解体・売却
多目的屋内施設、
スケボーパーク 等

跡地利用の内容

46市回答数

13市検討実施

16市実施予定
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市民アンケート調査の結果概要（１）

■回答者の属性

2%

7%

12%

17%

20%

21%

21%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

年齢別では60歳代及び70歳以上の方が２１％、５０歳
代の方が２０％となっている。

１人暮らし 11%

夫婦のみ 32%

小学生以下の子どもや

孫がいる 17%

小学生以下の子ど

もや孫がいない

29%

その他 10%

家族構成では１人暮らし、夫婦のみ含め小学生以下の
子どものいない世帯が７割を占める。

年齢 家族構成

32%

7%

7%16%

6%1%

2%

7%

2% 2%

2%
1% 4%

2% 11%

ウォーキング
ジョギング(マラソン)
水泳
筋力トレーニング
体操・エアロビクス
野球(ソフトボール)
サッカー(フットサル)
ゴルフ(グラウンドゴルフ)
テニス
バドミントン
バレーボール
卓球
登山・ハイキング
サイクリング
その他

スポーツ

普段実施されているスポーツでは、

「ウォーキング」が最も多く３２％、

次いで「筋力トレーニング」１６％と

なっており、「水泳」は「ジョギング

（マラソン）」、「ゴルフ（グラウンドゴ

ルフ）」と同じ７％となっている。

※２つまで複数回答可
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市民アンケート調査の結果概要（２）

■市営プールの利用状況

利用あり
56%

利用なし
44%

73%

14%

2%
6%

3% 2% ０回(直近１年間は利用なし)

年に数回

月１回

月２～３回

週１回

週２回以上

市営プールを利用したことがある

と回答した人は全体の56%だが、

73%は直近１年間において利用

がなく、現在も年に数回以上利用

しているのは、全回答者の約１

５％となっている。

利用実績

24%

14%

11%4%
8%

7%

5%

4%

5%

4%

2%

1% 10%

皇子が丘公園プール(屋内)

皇子が丘公園プール(屋外)

におの浜ふれあいスポーツセンター

雄琴臨水公園プール

大津湖岸なぎさ公園プール

唐橋公園プール

南郷公園プール

田上公園プール

伊香立市民プール

坂本市民プール

晴嵐市民プール

曽束市民プール

富士見市民温水プール

最も利用されているのは「皇子が

丘公園プール（屋内）」で２４％、次

いで「皇子が丘公園プール（屋

外）」１４％、「におの浜ふれあいス

ポーツセンター」１１％、「富士見市

民温水プール」１０％となっており、

屋内プールが半数近くを占めて

いる。

プール別
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市民アンケート調査の結果概要（３）

利用しない理由

48%

5%
7%

7%

4%

6%

6%

3%

14%

水泳をしないから

民営プールを利用しているから

施設・設備が古いから

交通の便が悪いから

駐車場が少ないから

日よけ対策等が不十分であるから

開設期間(時間)が限られているから

料金が高いから

その他

「その他」の主な内容

存在を知らなかったため
子ども、孫が大きくなったため
育児、仕事で時間がないため
機会がないため
海、川、琵琶湖で泳ぐため

市営プールを利用しない理由は、「水

泳をしないから」が最も多く、約半数

を占めている。

70%

15%

2%

3%

6%

4%

屋内プール

76%

13%

1%
8%

1% 1%

屋外プール

０回(直近１年間は利用なし)

年に数回

月１回

月２～３回

週１回

週２回以上

屋内・屋外別の利用実績
市営プールを利用したことがあ

る方の屋内プールの利用実績は、

毎週利用されている方の割合が

１０％となっている一方、開設期

間が限られている屋外プールで

は月２～３回と回答された方が

８％となっている。
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市民アンケート調査の結果概要（４）

9%

42%
42%

5% 2%

屋内プール

■市営プールの今後

1%

22%

60%

14%

3%

屋外プール

数を増やして続けていく

今のまま続けていく

数を減らして続けていく

全部やめる

無回答

今後の望ましい施設数
屋内プールでは「今のまま続けて

いく」、「数を減らして続けていく」

と回答された方がともに４２％で

あった一方、屋外プールでは「今

のまま続けていく」が２２％、「数

を減らして続けていく」が６０％と

なっている。

7%

20%

24%22%

5%

6%

11%

2% 2%

屋内プール

7%

23%

8%

16%9%

10%

15%

5%
5%

屋外プール 家の近くにあると便利だから

子どもの遊び場として必要だから

健康増進の場として必要だから

必要最低限の市営プールは必要だから

気軽にいつでも行けるから

利用頻度が少ないから

運営収支が良くないから

他の施設へ変えた方が良いから

その他

望ましい施設数の理由

屋内プールでは「健康増進の場

として必要だから」が２４％と

最も多かった一方、屋外プール

では「子どもの遊び場として必

要だから」が２３％と最も多く

なっている。
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市民アンケート調査の結果概要（５）

跡地利用
将来的に市営プールをやめるとなった場合の
跡地利用として最も多かったのが、「子どもが
遊べるスペース・施設の設置」で３５％、次いで
「広場・グラウンド」１９％となっている。11%

19%

35%

11%

13%

9%

2% 他の運動施設

広場・グラウンド

子どもが遊べるスペース・施設の設置

カフェ・レストラン・売店などの店舗

やめる必要はない

その他

無回答

「その他」の主な内容

民間へ売却
防災施設や災害時の避難場所用の空き地
介護施設や高齢者のリハビリ施設
子ども向け年齢別多目的施設

自由意見のまとめ

屋内プール

維持・拡充

縮小・廃止
夏の酷暑で利用できない

健康づくりやコミュニケーションの
場として必要

中核市の平均程度まで減らすべき
老朽化したプールから廃止していく
べき 子どもの成長のために必要な

他の施設にするべき

小さな子どもの遊び場として
一定数は必要

プール付の民営ジムの
利用者が多い

屋外プール

施設の改修による快適性・清潔感の向上
積極的なPRや複合施設による魅力向上
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市民アンケート調査の結果概要（６）

自由意見（一部抜粋） 子供が小さい頃は夏休みを利用して使用しておりました

が子供達も大きくなったこともあり利用する機会がなく

なりました。

自分の子供が小さい頃、安くて気軽に行ける市民プール

があって良かったなと思えるので少しでも存続してもら

いたいです。

必要ではあると思うが利用頻度が少なく赤字なら問題で

ある。思いきって違う施設にするか数を減らすべきであ

ると考える。

大人になってから利用しなくなっていましたが屋内の

プールはまた利用したいと思いました。管理費等、大変

かと思いますが更衣室を含め施設が美しければとてもう

れしく思います。

私たちが子育て中も孫育て中にも大変お世話になりまし

た。使用回数、使用期間は本当に少ないのですがとって

も助けていただきました。勝手なお願いだと思いますが

残して戴きたいと強く願います。

最近の酷暑により屋外のプールでの利用も減る一方だと

感じております。そして多くの屋外プールも30年以上

たっており改修しても多大な経費は無駄で時代の流れで

やめた方が良いと思います。屋内のプールの料金を安く

しては利用者も増えていくのではないかと思われます。

他の中核都市の平均設置数程度までは早急に減らすべき

である。

子供のための場所が全国的に少なくなってきているので

こういった場所は残してあげるべきだと思った。数は減

らしても良いと思う。

現在の夏の暑さはとんでもなく屋外のプールは利用が無

理なので全部やめるべきと思います。反面室内プールは

体力づくりやコミュニケーションづくりの場として生か

せるのでこれから増やしてほしいと思います。

赤字は大変だとおもいますがこどもの遊び場として絶対

に必要であると思います。数を減らしてでも屋内を中心

とした施設を継続してほしく思います。

加齢とともに健康寿命を獲得するためにも足腰に負担が

かかりにくい水泳はとても重要でニーズも増えてくると

思います。特に近所にジムやフィットネスクラブ（プー

ルのある）もないので皇子が丘公園プールはとても助か

ります。若い時は子供を遊ばせるために利用するだけ

だったプールですが年をとった今現在は自分の健康のた

めに利用させていただければと強く思っています。ぜひ

とも存続を強くお願い申し上げます。

赤字を多く出しているとのことで数を減らしながら運営

をしていただきたい。孫ができたときにおもいっきり

プールで遊ばせてやりたいから。跡地は子供が遊べるス

ペースとして使ってほしい。

屋外プールは必要ではなく、予算上においても、無駄な

出費である。子どもの成長のため、必要な施設等を検討

すべきである。

屋外プールは季節によって稼働できない時期があるため、

屋内プールを優先的に残した方が市民生活に資するかと

思いました。
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検討の方向性と検討スケジュール

持続可能なプールの施設数を検討する

屋外プールを中心に持続可能な施設数へ見直すこ
とを検討

検討の主なポイント

• 施設の経過年数

• 近年の酷暑などの気象条件

• 他市との施設数の比較 など

官民連携手法によるプールの再整備を
検討する

老朽化が進む屋内プールを中心に官民連携手法に
よる再整備を検討

検討の主なポイント

• 財政負担の平準化や軽減

• 多機能化による利便性や魅力向上

• 収支状況の改善 など

令和９年度令和８年度令和７年度

現状把握・現地調査

中核市
調査

市民意識
調査

基本方針検討

意見聴取会

パブコメ
実施

基本方針
策定

集計・
分析

所管事務調査

■検討の方向性

■検討スケジュール

市議会報告


